
いヒ

一イ
Ｆ
Ｉ

電
話
の
向
こ
う
側
の
子
供
に
寄
り
添
う
よ

う
に
、
声
に
耳
を
傾
け
る
女
性
ス
タ
ッ
フ

（よ
こ
は
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
提
供
）

連

絡

先

を

チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
に

メ
ー

ル

（
く
〇
ド
Ｏ
ｒ
，
日
”
お
●
一【Ｑ
】けＯ
①
⑤

い
い詳
ド
ｏ
ｏ

日
）
か

フ
ァ
ク
ス

（
０
４
５

ｏ
３
４
２

ｏ
０

２
８
８

）
で
送
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
●
詳

，

ミ
ョ
ョ
ョ
彙
ｏ
ド
ｏ
，
”
日
，
お
，
二
９
〓
い
９
ｏ
ｏ

日
）
か
ら
も
申
し
込
め
る
。

走
行
中
の
車
直
撃

綾
瀬
ヽ
３
人
け
が

２６
日
午
後
３
時
１０
分
頃
、
綾

瀬
市
吉
岡
の
養
豚
場

で
ク
レ
ー

ン
車
が
横
転
し
、
ア
ー
ム
部
分

が
近
く
の
市
道
を
走
行
し
て
い

2015年 (平成27年)9月 27日 (日曜日)

「子
ど
も
未
来
フ
ァン
ド
」再
開

．重
流用容疑のＮ５
事
務
局
機
能

強
化

元
職
員
（
５３
）
に
よ
る
積
立
金

着
服
が
発
覚
し
、
各
種
事
業
を

中
断
し
て
い
た
横
浜
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

「
神
奈
川
子
ど
も
未
来

フ
ァ
ン
ド
」
が
活
動
を
再
開
す

る
こ
と
ほ
な

っ
た
。
２５
日
夜
の

臨
時
総
会
で
、
事
務
局
機
能
の

強
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
再
建

計
画
が
承
認
さ
れ
た
。
県
民
や

企
業
、
団
体
か
ら
寄
付
金
を
募

り
、
被
虐
待
児
や
子
育
て
支
援

団
体
な
ど

へ
の
助
成
を
行

っ
て

き
た
同

フ
ア
ン
ド
。
馬
場
洋

一

副
理
事
長
は

「
子
供
た
ち
を
応

援
し
て
い
く
た
め
に
も
、
信
頼

回
復
に
努
め
た
い
」
と
話
し

て

い
る
。

同

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
と
、
非

常
勤

で
経
理
を
担
当
し
て
い
た

元
職
員
は
２
０
１
３
年
６
月
～

‐４
年
１０
月
、

フ
ァ
ン
ド
の
銀
行

日
座
か
ら
計
約
７
２
０
万
円
を

無
断

で
流
用
し
た
疑
い
が
持
た

れ

て
お
り
、
県
警
に
業
務
上
横

領
容
疑

で
告
訴
さ
れ
た
。
元
職

員
か
ら
弁
済
は
な
く
、
損
失
は

フ
ァ
ン
ド
の
役
員
ら

で
全
額
穴

埋
め
し
た
と
い
う
。

フ
ァ
ン
ド

で
は
、
昨
秋
に
問

題
が
発
覚
し
て
以
降
、
段
階
的

に
活
動
を
中
断
。
第
三
者
評
価

委

員

会

の

調

査

な

ど

を

踏

ま

え
、
再
発
防
止
策
を
ま
と
め
た

再
建
計
画
を
検
討
し
て
き
た
。

承
認
さ
れ
た
再
建
計
画

に

は
、
会
計
処
理
の
外
部
委
託
や

経
理
規
程
の
整
備
な
ど
実
施
済

み
の
改
善
策
に
加
え
、
①
四
半

期
ご
と
に
理
事
会
に
収
支
状
況

を
報
告
し
ヽ
収
支
を
明
確
化
②

理
事
を
３
～
４
人
増
強
し
、
う

ち
１
人
を
常
任
理
事
と
し
て
事

務
局
体
制
を
強
化
③
役
員
等
報

酬
規
程
や
旅
費
規
程
、
交
通
費

支
給
規
程
の
整
備
―
―
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

今
年
度

の
活
動

に

つ
い

て

は
、
支
援
者
ら
に
問
題
の
経
緯

と
再
建
計
画
を
説
明
し
な
が

ら
、
新
規
会
員
の
獲
得
や
寄
付

金
募
集
の
準
備
な
ど
を
進
め
る

予
定

で
、
資
金
助
成
事
業
な
ど

は

来

年

度

か

ら

再

開

す

る

方

針
ｏ
馬
場
副
理
事
長
は
取
材

に
、

「
子
供
た
ち

へ
の
支
援
を
求
め

る
声
は
多
く
、
要
請
に
応
え
る

責
任
が
あ
る
。
再
建
計
画
を
し

っ
か
り
進
め

て
い
き
た
い
」
と

五
輌
つ
らた
。
　
　
　
一

フ
ァ
ン
ド
は
活
動
再
開
の
手

始
め
に
、
２７
日
に
山
下
公
園
特

設

ス
テ
ー
ジ

（
横
浜
市
中
区
）

で
開

か

れ

る

音

楽

イ

ベ

ン
ト

「
ヨ
コ

ハ
マ
　
ア
コ
フ

ェ
ス
」

に
参
加
し
、
会
場
に
ブ
ー
ス
を

設
け
る
と
い
う
。
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9月 28日 (月 曜 日 )
旧  8月 16日 <大 安 >

万]歯合14.8
(正午 )

一 横 浜標 準 豊

日出  5.33  満 潮  4.37
日入 17.31   17.05
戸]日」17.40  二F鴻月10.57
戸]夕  ヽ5.17      23.16

(大潮 )

■

あ
す
の
暦

ヨ
れ
１

じ
塚

、
．―
．貿
じ
Ｅ
じ
．

ガ
ラ
ス
が
大
破
し
、
乗

っ
て
い

た
市
内
の
家
族
３
人

（
３０
～
６０

歳
代
）
が
手
足
の
指
の
骨
を
折

る
な
ど
の
け
が
を
負

っ
た
。

大
和
署
に
よ
る
と
、
ク
レ
ー

が
ん
ば
れ
箱
根

バ
ス
の
旅
５０００
人

箱
根
を
応
援
す
る
た
め
の
旅

行
企
画

「
箱
根
を
伝
え
よ
う
！

神
奈
川
グ
ル
メ
の
祭
典
」
が
箱

根
町
内
で
開
か
れ
て
い
る
。
県

が
企
画
し
、
旅
行
会
社

「
ク
ラ

ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
参
加
者
を

募
集
。
２５
～
２７
日
の
３
日
間
で

計
約
５
０
０
０
人
の
日
帰
り

′ヾ

ス
ツ
ア
ー
客
が
訪
れ
る
。

海
賊
船
に
乗

っ
て
声
ノ
湖
を

遊
覧
し
た
り
、
箱
根
ガ
ラ
ス
の

森
美
術
館
で
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
コ

ン
サ
ー
ト
を
堪
能
し
た
り
と
内

容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
箱
根
湿

生
花
園
の
特
設
会
場
に
は
、
か

ま
ぼ
こ
な
ど
県
内
グ
ル
ス
ー０
品


